
も く じ

ೆ
ષ
ࣉ
೿
管
長
を
さ
れ
て
い
た
উ
平
फ
ప
࿝
ࢣ

（
１
Ā
２
２
Ỗ
１
Ā
８
３
年
）
は
、
そ
の
ஶ
ॻ
ứ
た

く
あ
ん
ੴ
の
ޛ
り
Ổ
۪
直
に
生
き
よ
Ừ（
山
手
ॻ
๪
、

１
Ā
８
０
年
）
の
中
で
、
࣍
の
よ
う
な
こ
と
を
ड़
べ

て
お
ら
れ
る
（
同
ॻ
þ1
Ỗ
þ4
ท
）。

「
お
い
し
い
」
と
い
う
こ
と
の
意
ຯ
を
、
自
分
は

作
務
を
通
じ
て
知
っ
た
。
׼
を
ྲྀ
し
た
あ
と
の
৯
事

ほ
ど
お
い
し
い
も
の
は
な
い
。
考
え
て
み
れ
ば
当
り

લ
の
こ
と
。
୭
も
が
経
験
し
て
い
る
は
ず
だ
。
山
を

ొ
り
き
っ
た
あ
と
の
Ѳ
り
൧
ほ
ど
、
う
ま
い
も
の
は

な
い
。
た
と
え
ૈ
৯
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
お
い
し
さ

は
、
か
け
が
え
の
な
い
も
の
だ
。
ど
ん
な
一
ྲྀ
Ϩ
ス

ト
ラ
ン
や
ྉ
௾
の
ྉ
理
も
、
׼
を
ྲྀ
し
て
働
い
た
あ

と
の
一
ݸ
の
Ѳ
り
൧
に
か
な
う
も
の
で
は
な
い
。
つ

ま
り
、
美
ຯ
と
は
、
Ϩ
ス
ト
ラ
ン
や
ྉ
௾
の
ଆ
に
あ

る
の
で
は
な
い
。
い
た
だ
こ
う
と
す
る
自
分
の
ଆ
に

あ
る
の
だ
、
と
。

こ
の
話
の
意
ຯ
す
る
と
こ
Ζ
を
文
脈
に
応
じ
て
ෑふ

ᔤえ
ん

す
れ
ば
、
い
Ζ
い
Ζ
な
ࣔ
ࠦ
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
を
地
域
づ
く

り
の
文
脈
で
実
ફ
し
て
み
よ
う
。

第
１
に
、
美
ຯ
（
ử
価
஋
）
は
「
自
分
た
ち
の
外

ଆ
に
あ
る
」
の
で
は
な
く
、「
自
分
た
ち
の
ଆ
に
॓

る
」。
言
い
換
え
れ
ば
、ἔ
地
域
の
「
外
ଆ
」
か
ら
ا

業
༠
க
を
す
る
と
い
っ
た
「
外
発
的
発
展
」
で
は
な

く
、
地
域
に
あ
る
資
源
・
人
ࡐ
・
関
係
性
・
文
化
を

基
盤
に
し
た
「
内
発
的
発
展
」
こ
そ
が
大
事
だ
ἕ
と

い
う
こ
と
に
な
Ζ
う
。

第
２
に
、「
׼
を
ྲྀ
す
こ
と
」
こ
そ
が
か
け
が
え

の
な
い
も
の
を
も
た
ら
す
。
こ
れ
を
地
域
づ
く
り
に

Ҿ
き
د
せ
て
ಡ
む
な
ら
、ἔ
地
元
住
民
・
移
住
者
・

関
係
人
口
が
一
ॹ
に
な
っ
て
׼
を
か
く
プ
ロ
η
ス
こ

そ
が
地
域
に
॓
る
価
஋
を
か
け
が
え
の
な
い
も
の
に

ঢ
՚
さ
せ
る
ἕ
と
い
う
こ
と
に
な
Ζ
う
。「
プ
ロ
η

ス
重
視
の
地
域
づ
く
り
」
が
大
੾
な
の
で
あ
る
。

思
う
に
、「
外
ଆ
」
に
美
ຯ
を
求
め
る
者
は
、
そ

の
ຯ
が
期
待
外
れ
だ
っ
た
と
き
、「
外
ଆ
」を
ඇ
೉
し
、

文
۟
を
言
う
ば
か
り
で
、
自
身
の
あ
り
よ
う
を
൓
省

す
る
こ
と
は
な
い
で
あ
Ζ
う
。
地
域
づ
く
り
に
お
い

て
も
、
ै
લ
、
期
待
し
た
݁
Ռ
が
得
ら
れ
な
い
場
合

に
、
そ
の
原
Ҽ
を
「
外
ଆ
」（
ử
国
の
施
策
の
不
備

や
౦
ژ
一
ۃ
集
中
な
ど
）
に
も
っ
ͺ
ら
求
め
、
୰
く

こ
と
に
ऴ
始
す
る
܏
向
が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
て
き

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
美
ຯ
（
ử
価
஋
）

が
「
自
分
た
ち
の
ଆ
に
॓
る
」
の
だ
と
す
れ
ば
、
こ

れ
ま
で
の
自
分
た
ち
の
あ
り
よ
う
を
見
つ
め
直
す
こ

と
こ
そ
が
ඞ
要
と
な
る
。

地
域
づ
く
り
と
は
、「
外
ଆ
」
に
౴
え
を
୳
す
営

み
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
あ
り
よ
う
を
問
い
直
す

営
み
な
の
で
あ
る
。
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夕映えに染まる河津桜（神奈川県松
まつ

田
だ

町
まち

）

写真ืू

表紙に掲載する写真を募集して
います。採用者には、図書カード
（３千円）を差し上げます。
写真には撮影者の住所、氏名及
び撮影場所・日時を明記して下
さい。
なお、採否は当方に一任願います。
送り先：全国町村会・広報部

写真キャプション

松田山の中腹に位置し、晴天時には
足柄平野から相模湾までを一望でき
る絶景スポット、西平畑公園。夜景
もまた美しく、神奈川・横浜夜景ラ
ンキングで１位に選ばれたこともあ
る。2月中旬からは約360本の河津
桜が斜面を鮮やかなピンク色に染め
上げる。今年は3月1日まで「まつ
だ桜まつり」が開催され、一足早い
春を求めて多くの花見客でにぎわう。

価
値
は
自
分
た
ち
の
側
に
宿
る

～
み
ん
な
で
汗
を
か
く
地
域
づ
く
り
を
！
～

九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究
院
教
授

嶋し
ま

田だ

暁あ
き

文ふ
み

政

策

フ
ォ
ー
ラ
ム

情
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国
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１
．
地
方
応
援
隊
と
は

地
方
応
援
隊
と
は
、
条
件
不
利
地
域
の

小
規
模
市
町
村
１
に
対
し
、
志
願
し
た
国

土
交
通
省
（
国
土
政
策
局
）
と
農
林
水
産

省
の
若
手
職
員
を
「
隊
員
」
と
し
て
１
自

治
体
に
つ
き
２
名
程
度
割
り
当
て
、
月
1

回
を
目
安
に
行
う
W
e
b
会
議
、
年
1
回

程
度
の
現
地
訪
問
等
を
通
じ
て
地
域
課
題

を
整
理
し
解
決
策
な
ど
を
提
案
す
る
取
組

で
あ
る
。
一
言
で
表
す
な
ら
、
市
町
村
に

対
し
て
両
省
の
若
手
職
員
が
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
を
行
う
取
組
と
言
え
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
隊
員
が
市
町
村
に
と
っ
て
の
国

の
身
近
な
相
談
窓
口
と
な
る
と
と
も
に
、

隊
員
自
身
に
と
っ
て
も
人
脈
の
形
成
や
や

り
が
い
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
を
め
ざ

し
て
い
る
。

地
方
応
援
隊
の
は
じ
ま
り
は
、
国
土
交

通
省
国
土
政
策
局
が
令
和
２
年
度
よ
り
試

行
的
に
始
め
た
取
組
に
あ
る
。
国
土
政
策

局
は
離
島
、
奄
美
群
島
、
小
笠
原
諸
島
、

半
島
地
域
、
豪
雪
地
帯
等
の
条
件
不
利
地

域
の
振
興
を
所
管
し
て
い
る
が
、
そ
う
し

た
厳
し
い
生
活
環
境
を
有
す
る
地
域
に
対

し
て
カ
ネ
だ
け
で
な
く
ヒ
ト
・
チ
エ
の
面

か
ら
も
支
援
を
で
き
な
い
か
と
い
う
想
い

か
ら
、
局
内
職
員
が
発
案
し
ス
タ
ー
ト
し

た
も
の
で
あ
る
。
最
初
は
ご
縁
の
あ
る
自

治
体
か
ら
試
行
的
に
始
め
、
令
和
４
年
度

に
は
、
市
町
村
公
募
の
仕
組
み
な
ど
の
制

度
を
整
え
、
本
格
的
に
実
施
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
ま
た
、
同
時
期
に
、
中
山
間
地

域
等
の
振
興
を
所
掌
す
る
農
林
水
産
省
農

村
振
興
局
か
ら
本
取
組
へ
の
協
力
の
申
し

出
が
あ
り
、
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
と

な
っ
た
。
現
在
で
は
、
農
林
水
産
省
は
隊

員
を
省
内
全
局
か
ら
募
る
な
ど
、
取
組
を

拡
大
さ
せ
て
い
る
。

1
本
制
度
に
お
い
て
は
、以
下
の
地
域
を
全
部
又
は
一

部
含
む
小
規
模
市
町
村
を
応
募
対
象
と
し
て
い
る
。

●
豪
雪
地
帯
対
策
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
七
年
法

律
第
七
十
三
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
豪

雪
地
帯

●
半
島
振
興
法
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
六
十
三
号
）

第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
半
島
振
興
対
策
実
施

地
域

●
離
島
振
興
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
七
十
二
号
）

第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
離
島
振
興
対
策
実
施

地
域

●
奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
（
昭
和
二
十
九

年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
奄

美
群
島

●
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十

四
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定

す
る
小
笠
原
諸
島

●
特
定
農
山
村
地
域
に
お
け
る
農
林
業
等
の
活
性
化

の
た
め
の
基
盤
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平

成
五
年
法
律
第
七
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規

定
す
る
特
定
農
山
村
地
域

●
山
村
振
興
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
六
十
四
号
）

第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
振
興
山
村

●
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特
別

措
置
法
（
令
和
三
年
法
律
第
十
九
号
）
第
二
条
第

一
項
に
規
定
す
る
過
疎
地
域

２
．
地
方
応
援
隊
員
の
活
動
内
容

令
和
７
年
度
の
活
動
で
は
、
計
20
市
町

村
（
全
国
13
道
県
）
に
対
し
、
国
土
交
通

省
職
員
24
名
、
農
林
水
産
省
職
員
21
名
の

計
45
名
が
隊
員
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

隊
員
は
、
現
地
訪
問
の
ほ
か
、
W
e
b

会
議
や
メ
ー
ル
と
い
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン

ツ
ー
ル
も
活
用
し
て
担
当
自
治
体
の
職
員

と
定
期
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
っ
て
い
る
。
な
お
、
隊
員
が
取
り
組
む

テ
ー
マ
は
多
種
多
様
で
あ
る
。
現
在
の
活

動
の
テ
ー
マ
の
一
例
と
し
て
は
、
人
口
減

少
に
伴
い
多
く
の
地
方
自
治
体
が
直
面
し

て
い
る
よ
う
な
、
関
係
人
口
創
出
／
移
住

定
住
対
策
、
農
業
振
興
／
中
山
間
地
域
対

策
、
賑
わ
い
拠
点
整
備
／
公
共
施
設
整
備

が
挙
げ
ら
れ
、
隊
員
は
国
の
各
種
制
度
の

紹
介
、地
域
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
画
、

第
三
者
的
視
点
か
ら
の
意
見
提
供
な
ど
を

通
じ
て
、各
自
治
体
の
課
題
解
決
の
た
め
、

日
々
精
力
的
に
活
動
し
て
い
る
。

３
．
地
方
応
援
隊
の
意
義

地
方
応
援
隊
の
意
義
と
し
て
は
さ
ま
ざ

ま
挙
げ
ら
れ
る
が
、
整
理
す
る
と
大
き
く

以
下
の
３
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

地方応援隊の取組について

国土交通省国土政策局総務課
農林水産省農村政策部農村計画課農村活性化推進室
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①
自
治
体
側
の
メ
リ
ッ
ト

－

外
部
視
点
に

よ
る
課
題
整
理
と
専
門
的
支
援

自
治
体
に
と
っ
て
は
、
地
方
応
援
隊
の

隊
員
の
サ
ポ
ー
ト
を
通
じ
て
外
部
の
視
点

を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
自
治
体
内
の
検

討
だ
け
で
は
洗
い
出
せ
な
か
っ
た
よ
う
な

地
域
課
題
を
洗
い
出
し
て
体
系
的
に
整
理

し
、
解
決
の
方
向
性
を
具
体
化
す
る
こ
と

に
役
立
つ
。
特
に
、
国
土
交
通
省
・
農
林

水
産
省
の
施
策
に
関
す
る
専
門
的
な
知
見

を
有
す
る
職
員
か
ら
直
接
助
言
を
受
け

ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
政
策
立
案
や
事
業

推
進
に
お
い
て
質
の
高
い
検
討
が
期
待
さ

れ
る
。

②
隊
員
側
の
メ
リ
ッ
ト

－

現
場
へ
の
理
解

醸
成

地
方
応
援
隊
の
隊
員
に
と
っ
て
は
、
普

段
直
接
関
わ
る
こ
と
の
な
い
地
域
の
現
場

で
直
に
地
域
の
課
題
と
向
き
合
い
、
経
験

を
積
み
な
が
ら
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
、

通
常
業
務
で
は
得
ら
れ
な
い
よ
う
な
や
り

が
い
を
感
じ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
施
策
が

実
行
さ
れ
る
現
場
へ
の
理
解
に
つ
な
が

る
。
ま
た
、
実
際
に
現
場
の
課
題
を
通
じ

て
、
国
交
省
や
農
水
省
が
提
供
し
て
い
る

補
助
金
を
は
じ
め
と
す
る
自
治
体
へ
の
支

援
メ
ニ
ュ
ー
の
理
解
に
つ
な
が
る
。

③
双
方
の
メ
リ
ッ
ト

－

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築

地
方
応
援
隊
は
自
治
体
と
隊
員
双
方
に

と
っ
て
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す

る
良
い
機
会
と
な
る
。
国
家
公
務
員
で
あ

る
隊
員
と
地
方
自
治
体
の
職
員
の
間
に
、

応
援
隊
の
活
動
を
通
じ
て
信
頼
関
係
を
築

き
、
自
治
体
に
と
っ
て
「
国
へ
の
身
近
な

相
談
窓
口
」と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

４
．
地
方
応
援
隊
の
活
動
実
績

こ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
地
方
応
援
隊
の

活
動
実
績
を
一
部
紹
介
し
た
い
。

・
北
海
道
奧
尻
町
で
は
、
月
1
回
の

W
e
b
会
議
や
隊
員
の
現
地
訪
問
を
通

じ
、
関
係
人
口
創
出
策
と
し
て
町
が
取

り
組
む
離
島
留
学
生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

立
ち
上
げ
や
活
動
を
支
援
し
、
関
係
人

口
拡
充
の
基
盤
整
備
に
貢
献
し
た
。

・
秋
田
県
大
潟
村
で
は
、
現
在
基
幹
産
業

で
あ
る
農
業
が
安
定
的
に
営
ま
れ
て
い

る
が
、
将
来
的
な
担
い
手
不
足
が
懸
念

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
村
内
の
観
光
資

源
も
活
か
せ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、

現
地
視
察
や
役
場
職
員
と
の
意
見
交
換

を
行
い
、
地
元
大
学
生
等
の
農
業
ア
ル

バ
イ
ト
を
将
来
の
担
い
手
確
保
に
つ
な

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

対
策
の
四
つ
の
柱
の
う
ち
、「
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
物
価
高
騰
等
に
直
面
す
る
生

活
困
窮
者
等
へ
の
支
援
」
の
一
環
と
し
て

盛
り
込
ま
れ
た
の
が
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
た

め
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
拡
充
だ
。

21
年
度
補
正
予
算
で
計
上
し
た
画
を
作
成

し
、原
則
と
し
て
７
月
29
日
ま
で
に
提
出
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
国
が
各
自
治
体
の
交
付

限
度
額
の
範
囲
内
で
配
分
額
を
決
定
す

る
。国

の
第
３
期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

の
策
定

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
応
分
と
し
て

措
置
し
た
臨
時
交
付
金
１
兆
円
の
う
ち
、

各
自
治
体
に
は
８
０
０
０
億
円
が
先
行
配

分
さ
れ
る
。
21
年
度
補
正
の
地
方
単
独
事

業
分
の
留
保
分
２
０
０
０
億
円
と
、
22
年

度
予
備
費
で
措
置
し
た
８
０
０
０
億
円
の

う
ち
６
０
０
０
億
円
を
活
用
す
る
形
と
な

る
予
定
。
こ
の
た
め
、
留
保
分
か
ら
の
２

０
０
０
億
円
は
、
地
方
単
独
事
業
分
と
同

様
の
扱
い
で
、
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
以
外
の
事
業
に
も
幅
広
く
活
用
可
能

01 北海道蘭越町
02 岩手県久慈市
03 長野県飯山市
04 岡山県井原市

令和５ー７年度 令和６、７年度

地方応援隊活動対象市町村（令和７年度）

01 北海道中富良野町
02 北海道滝上町
03 群馬県沼田市
04 千葉県鋸南町
05 岐阜県郡上市
06 山口県長門市
07 高知県安田町
08 熊本県産山村

令和７、８年度

01 北海道奥尻町
02 秋田県にかほ市
03 秋田県大潟村
04 長野県佐久穂町
05 熊本県阿蘇市
06 熊本県山都町
07 宮崎県日之影町
08 鹿児島県志布志市
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げ
る
べ
く
、
募
集
・
実
施
体
制
等
の
整

備
や
、
村
内
観
光
を
促
す
仕
組
み
づ
く

り
な
ど
、
農
業
ア
ル
バ
イ
ト
を
き
っ
か

け
に
し
た
「
農
業
×
観
光
」
の
取
組
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

・
群
馬
県
沼
田
市
は
、
全
国
初
の
森
林
文

化
都
市
宣
言
を
行
っ
た
市
と
し
て
、
森

林
整
備
、脱
炭
素
、及
び
Ｇ
Ｄ
Ｘ
と
い
っ

た
テ
ー
マ
に
基
づ
い
て
調
査
・
研
究
を

行
い
、
市
が
今
後
採
る
べ
き
戦
略
や
立

ち
上
げ
る
べ
き
新
規
事
業
に
つ
い
て
記

載
し
た
森
林
文
化
都
市
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
（
A
P
）
を
令
和
７
年
１
月
に
策

定
し
た
。
A
P
で
採
用
し
た
事
業
計
画

案
の
具
体
化
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る

に
当
た
り
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
参

画
し
、
国
（
外
部
）
の
視
点
か
ら
の
助

言
・
情
報
提
供
や
委
員
と
の
意
見
交
換

な
ど
を
行
っ
た
。

・
高
知
県
安
田
町
は
、
町
の
主
要
産
業
で

あ
る
農
業
（
ゆ
ず
栽
培
等
）
の
振
興
の

観
点
か
ら
、
収
穫
期
を
中
心
と
し
た
働

き
手
確
保
や
新
規
就
農
の
促
進
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
隊
員
か
ら
は
、
現
地
訪

問
で
関
係
者
か
ら
伺
っ
た
内
容
も
踏
ま

え
、
働
き
手
確
保
に
向
け
た
施
策
と
し

て
、
他
地
域
に
お
け
る
優
良
事
例
（
援

農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ア
ー
）の
案
内
や
、

農
村
関
係
人
口
の
増
加
に
向
け
た
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
取
組
等
の
紹
介
を

行
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
隊
員
が
業

務
内
外
を
通
じ
て
得
た
さ
ま
ざ
ま
な
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
か
し
な
が
ら
市
町
村
の
課
題
解

決
を
支
援
し
て
い
る
。

５
．
地
方
応
援
隊
隊
員
、
活
動
先

自
治
体
の
所
感
に
つ
い
て

こ
こ
で
、
隊
員
及
び
自
治
体
担
当
者
の

応
援
隊
活
動
に
対
し
て
の
所
感
を
一
部
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

〇
隊
員
よ
り

・「
施
策
分
野
に
縛
ら
れ
ず
、
地
方
自
治

行
政
に
係
る
各
種
課
題
や
国
の
施
策
に

対
す
る
受
け
止
め
方
等
に
つ
い
て
、
自

治
体
職
員
の
生
の
声
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
、
大
変
有
意
義
な
経
験
で
あ
っ
た

と
感
じ
て
い
る
。」

・「
自
治
体
の
方
々
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
視

察
な
ど
市
の
課
題
に
対
し
て
向
き
合
う

上
で
、
顔
と
顔
の
見
え
る
関
係
で
取
り

組
む
こ
と
の
重
要
性
を
実
感
で
き
た
ほ

か
、
自
治
体
の
方
々
や
相
手
の
農
水
省

の
隊
員
と
仕
事
を
進
め
て
ゆ
く
上
で
そ

れ
ぞ
れ
の
優
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
、
実
務
上
で
も
大
変
有

意
義
な
も
の
と
な
っ
た
。」

・「
現
場
が
直
面
し
て
い
る
課
題
を
あ
ら

た
め
て
知
り
、
国
と
し
て
ど
の
よ
う
な

支
援
策
（
制
度
の
方
向
性
や
支
援
の
在

り
方
）
が
求
め
ら
れ
る
の
か
を
考
え
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
。」

・「
実
際
の
現
場
を
視
察
し
な
が
ら
自
治

体
担
当
者
と
や
り
と
り
を
す
る
こ
と

で
、
自
治
体
が
抱
え
る
課
題
や
、
自
治

体
が
国
に
求
め
て
い
る
こ
と
な
ど
、
新

た
な
気
づ
き
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。」

〇
自
治
体
担
当
者
よ
り

・「
地
方
応
援
隊
の
活
動
を
通
し
て
、
自

治
体
職
員
で
は
気
づ
く
こ
と
が
で
き
な

い
目
線
か
ら
の
助
言
や
他
自
治
体
の
事

例
紹
介
を
い
た
だ
き
、
当
町
の
課
題
解

決
に
向
け
た
取
組
の
推
進
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。」

・「
日
頃
か
ら
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
る

た
め
、
国
の
制
度
や
補
助
金
に
つ
い
て

気
軽
に
質
問
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
担
当
自
治
体
の
こ
と
を
理
解
し
て

い
る
の
で
、
自
治
体
の
状
況
に
沿
っ
た

制
度
な
ど
も
紹
介
し
て
く
れ
る
点
が
良

か
っ
た
。」

・「
こ
の
取
組
を
通
じ
、
町
職
員
も
先
進

事
例
を
知
る
機
会
と
な
っ
た
だ
け
で
な

く
、
地
域
の
農
業
者
に
直
接
優
良
事
例

を
紹
介
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
産
地
の

維
持
・
発
展
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
け
る
良
い
き
っ
か
け
に
な
っ
て

い
る
。」

・「
自
治
体
職
員
と
し
て
地
域
の
魅
力
や

改
善
点
を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
に
な

り
、
町
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い
や
談
話
の

中
で
、
町
民
が
町
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
思
い
を
も
っ
て
い
る
か
を
知
る
良
い

機
会
と
な
っ
た
。
ま
た
、
職
員
一
人
一

人
が
町
を
変
え
て
い
く
た
め
の
マ
イ
ン

ド
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
微
力
な
が

ら
よ
り
よ
い
町
を
め
ざ
し
て
い
く
た
め

の
一
助
に
な
る
と
感
じ
た
。」

６
．
お
わ
り
に

地
方
応
援
隊
の
活
動
は
、国
土
交
通
省
・

農
林
水
産
省
の
若
手
職
員
が
地
域
に
足
を

運
び
、
自
治
体
と
協
働
し
て
解
決
策
を
提

案
す
る
有
意
義
な
取
組
で
あ
る
。
隊
員
に

と
っ
て
は
、
現
場
で
の
経
験
を
通
じ
て
政

策
の
実
効
性
を
理
解
し
、
将
来
の
業
務
に

活
か
せ
る
視
野
を
広
げ
る
機
会
と
な
る
。

ま
た
、
自
治
体
に
と
っ
て
も
、
専
門
的
知

見
を
有
す
る
国
の
職
員
か
ら
支
援
を
受
け

ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
国
・
自
治
体
の
双

方
が
活
動
を
通
じ
て
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
で
き
る
点
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と
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い
え
る
。

令
和
８
年
度
の
活
動
対
象
と
な
る
市
町

村
の
公
募
に
関
す
る
お
知
ら
せ
な
ど
、
最

新
情
報
に
関
し
て
は
以
下
の
H
P
に
お
い

て
随
時
更
新
し
て
い
る
た
め
ご
参
照
い
た

だ
き
た
い
。
ま
た
、
本
稿
に
掲
載
し
て
い

な
い
過
去
の
活
動
に
関
し
て
も
同
H
P
に

ま
と
め
て
い
る
た
め
、
ご
覧
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。

〈
地
方
応
援
隊
H
P
〉

　
　

〈
お
問
い
合
わ
せ
先
〉

・
国
土
交
通
省
国
土
政
策
局
総
務
課

０
３―

５
２
５
３―

８
３
５
０

・
農
林
水
産
省
農
村
政
策
部
農
村
計
画
課

農
村
活
性
化
推
進
室

０
３―

６
７
４
４―
２
２
０
３

（国交省HP）

（農水省HP）
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ಙ
島
県
の
๺
東
部
、
٢
໺
川
河
ޱ
域
に
Ґ

置
す
る
๺
島
町
。
໘
ੵ
わ
ͣ
か
8
・
þ4
ฏ
ํ

キ
ϩ
メ
ー
ト
ル
と
い
う
、
県
内
で
࠷
も
খ
さ

な
自
治
体
で
あ
り
、
上
空
か
ら
ோ
め
る
と
ԑ

ى
の
ྑ
い
「
ͻ
Ỷ
う
た
ん
」
の
ܗ
を
し
て
い

ま
す
。

二
つ
の
大
き
な
河
川
、
چ
٢
໺
川
と
今
੾

川
に
ғ
ま
れ
た
こ
の
「
๺
島
町
」
は
、
ಙ
島

市
の
ベ
ッ
υ
タ
΢
ン
と
し
て
ൃ
展
を
਱
げ
、

ө
ը
ؗ
ซ
設
の
大
型
঎
ۀ
施
設
や
ҩ
ྍ
・
教

育
機
ؔ
が
ॆ
実
す
る
ར
ศ
性
の
高
い
ί
ン
ύ

ク
ト
シ
テ
ィ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
水
ล
の
༡

า
道
で
は
ࢄ
า
や
ジ
ョ
Ϊ
ン
グ
を
ָ
し
む

人
ʑ
の
࢟
も
見
ら
れ
、
๛
か
な
自
વ
環
ڥ
と

ௐ
࿨
し
た
町
ฒ
み
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

き
た
じ
ま
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ア

皆
さ
ま
は
、
๺
島
町
に
３
体
の
͝
౰
地

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
い
る
こ
と
を
͝
ଘ
じ
で

し
Ỷ
う
か
。

町
を
上
か
ら
見
た
際
の
ͻ
Ỷ
う
た
ん
の
ܗ

が
モ
ν
ー
フ
の
ͻ
Ỷ
う
た
ん
ؙ
、
町
の
Ֆ
で

あ
る
٠
を
モ
ν
ー
フ
に
し
た
ν
ョ
΢
ν
ョ
の

ঁ
の
ࢠ
の
き
く
࢞
、
ͦ
し
て
Ֆ
に
あ
ふ
れ
た

ඒ
し
い
町
の
象
௃
で
あ
り
、
य़
の
ν
ỿ
ー

リ
ッ
プ
を
モ
ν
ー
フ
に
し
た
ν
ョ
΢
ν
ョ
の

ঁ
の
ࢠ
の
ν
ỿ
リ
ࢠ
で
す
。
こ
こ
で
は
、

ν
ỿ
リ
ࢠ
と
ؔ
܎
の
ਂ
い
、
๺
島
町
の
य़
の

୅
表
త
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
ν
ỿ
ー
リ
ッ

プ
フ
ỻ
ア
」
に
つ
い
て
͝
঺
հ
し
ま
す
。

「
ν
ỿ
ー
リ
ッ
プ
フ
ỻ
ア
」
は
ฏ
成
７
年

か
ら
始
ま
り
、
ྩ
࿨
８
年
で
32
年
の
歴
史
が

あ
る
๺
島
町
を
୅
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

๺
島
町
温
水
プ
ー
ル（
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
๺
島
）

の
ೆ
ଆ
で
４
月
１
日
ࠒ
か
ら
約
1
ἃ
月
ؒ
、

開
催
し
て
い
ま
す
。
ຖ
年
、
開
催
期
ؒ
中
に

約
３
ສ
人
前
後
の
͓
客
さ
ま
が
๚
れ
る
य़
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
͓
り
、
約
１
、
８

０
０
ᶷ
の
土
地
に
、
ྫ
年
40
Ỗ
50
඼
छ
の

˛ۭからͨݟ๺ౡ町

ಙౡݝ

๺ౡ町

北き
た

島じ
ま

町ち
ょ
う

徳
島
県

幸
せ
の
花
咲
く
「
ひ
ょ
う
た
ん
島
」

水
辺
の
記
憶
と
都
市
の
利
便
性
が
共
鳴
す
る
、

　
　
　
　
　
　
徳
島
県
北
島
町
の
挑
戦
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ν
ỿ
ー
リ
ッ
プ
、
約
４
ສ
本
が
২
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
৭
と
り
ど
り
、
ܗ
も
さ
ま
͟
ま
な

ν
ỿ
ー
リ
ッ
プ
が
࡙
き
ཚ
れ
る
༷
ࢠ
は
、
ま

る
で
ֆ
本
の
ੈ
ք
の
Α
う
な
ඒ
し
さ
で
す
。

皆
さ
ま
も
ͥ
ͻ
、
͓
気
に
ೖ
り
の
ν
ỿ
ー

リ
ッ
プ
を
୳
し
に
、「
き
た
じ
ま
ν
ỿ
ー
リ
ッ

プ
フ
ỻ
ア
」
を
๚
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
Ỷ
う
か
。

ͦ
し
て
、
ν
ỿ
ー
リ
ッ
プ
の
২
付
は
、
町

民
の
ํ
ʑ
に
広
く
参
加
を
ݺ
び
か
け
、
ଟ
く

の
ํ
に
͝
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、*OTUBHSBN

フ
Ỽ
ト
ί
ン
テ

ス
ト
や
ν
ỿ
ー
リ
ッ
プ
人
気
౤
ථ
を
実
施
す

る
な
ど
、
࿝
ए
உ
ঁ
໰
わ
ͣ
ָ
し
め
る
催
し

を
ຖ
年
޻
෉
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

た
だ
「
観
る
」
だ
け
で
な
く
、実
際
に
「
২

え
る
」
ָ
し
さ
や
೉
し
さ
も
体
験
し
て
も
ら

え
る
の
が
、
こ
の
フ
ỻ
ア
の
大
き
な
ັ
力
で

す
。
ྩ
࿨
6
年
の
২
付
で
は
、
42
グ
ル
ー
プ
・

約
４
０
０
名
も
の
ํ
ʑ
が
参
加
し
、
地
域
の

こ
ど
も
た
ち
か
ら
͝
年
഑
の
ํ
ま
で
、
෯
広

い
ੈ
୅
が
力
を
合
わ
ͤ
て
球
ࠜ
を
২
え
ま
し

た
。
ͦ
の
た
め
、「
き
た
じ
ま
ν
ỿ
ー
リ
ッ

プ
フ
ỻ
ア
」
は
、
Ֆ
を
ָ
し
む
場
で
あ
る
と

同
時
に
、
ੈ
୅
を
௒
え
た
交
流
の
場
と
し
て

も
大
੾
な
役
割
を
Ռ
た
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
๺
島
町
の
ふ
る
さ
と
ೲ
੫
ฦ
ྱ

඼
の
一
つ
に
は
、
本
フ
ỻ
ア
で
実
際
に
২
え

ら
れ
て
い
た
ν
ỿ
ー
リ
ッ
プ
を
活
用
し
た
プ

リ
β
ー
ϒ
υ
フ
ラ
ワ
ー
も
あ
り
、
町
の
ັ
力

ൃ
信
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
Α
う

に
、
ν
ỿ
ー
リ
ッ
プ
は
๺
島
町
を
ޠ
る
上
で

ܽ
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
、
い
わ
ば
象
௃
と

も
ݴ
え
る
ଘ
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歴
史
と
現
代
が
交
差
す
る

「
北
島
浪
漫
」

๺
島
町
に
は
、
٢
໺
川
が
育
ん
だ
ਂ
い
歴

史
情
ॹ
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。
国
の
ొ
࿥

༗
ܗ
จ
化
ࡒ
で
あ
る
「
౻
ా
家
住
୐
」
は
、

ۙ
୅
の
೶
村
住
୐
の
࢟
を
今
に
఻
え
る
و
ॏ

な
歴
史
త
ݐ
造
物
で
す
。
ま
た
、
県
指
定
จ

化
ࡒ
の
「
໦
૾
े
一
໘
観
Ի
ཱ
૾
」
や
「
光

෱
ࣉ
の
イ
ν
ョ
΢
」
な
ど
、
地
域
に
ޠ
り
ܧ

が
れ
る
఻
આ
と
と
も
に
า
む
史
੻
が
点
在
し

て
い
ま
す
。
٢
໺
川
流
域
は
ཟ
છ
料
の
日
本

一
の
࢈
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
指
定
จ
化

ࡒ
で
あ
る
「
Ѩ
೾
ཟ
長
൘
中
ܗ
છ
」
な
ど
の

ཟ
છ
の
఻
౷
技
๏
や
、
๺
島
町
図
ॻ
ؗ
・
૑

ੈ
ホ
ー
ル
が
所
ଂ
す
る
ཟ
ؔ
࿈
จ
ॻ
の
展
ࣔ

な
ど
に
Α
り
「
Ѩ
೾
ཟ
」
の
఻
౷
จ
化
を
今

に
఻
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、٢
໺
川
の
ං
ཊ
な
ଯ
ੵ
土
৕
は
、

食
จ
化
に
͓
い
て
も
大
き
な
Ը
ܙ
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
ۙ
年
で
は
「
ಙ
島
ラ
ー
メ
ン
」

の
ܹ
ઓ
区
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、

人
気
の
カ
フ
ỻ
や
ベ
ー
カ
リ
ー
も
ଟ
く
ཱ
ち

ฒ
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
人
気
の
ҿ
食
ళ
や

ࡶ
՟
ళ
の
඼
が
集
ま
る
「
き
た
じ
ま
る
し
ự
」

が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
ଟ
༷
な
食
จ
化
が
๚

れ
る
人
ʑ
を
喜
ば
ͤ
て
い
ま
す
。

ͦ
し
て
、
΢
Ỽ
ー
タ
ー
フ
ϩ
ン
ト
を
活
か

し
た
レ
ジ
ャ
ー
も
๺
島
町
の
大
き
な
ັ
力
で

す
。
今
੾
川
河
川
ෑ
は
、
町
民
の
ܜ
い
の
場

で
あ
る
と
同
時
に
、
੢
日
本
༗
਺
の
フ
ィ
ッ

シ
ン
グ
の
੟
地
と
し
て
知
ら
れ
、
全
日
本
ク

˛νϡーリοϓ

˛౻ాՈॅ୐
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ラ
ス
の
大
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。水
資
源
を
、水
上
タ
ク
シ
ー
や
観
光
΁
も

活
用
し
、
環
ڥ
を
ผ
の
ࢹ
点
か
ら
ଊ
え
直
す

こ
と
で
、新
た
な
Ձ
஋
を
見
出
し
て
い
ま
す
。

脱
炭
素
へ
の
取
組

ࡢ
今
「
地
球
温
暖
化
」
が
ਂ
ࠁ
さ
を
૿
す

中
、
ੈ
ք
各
地
で
「
࣋
続
Մ
ೳ
な
ま
ち
づ
く

り
」が
ٻ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
๺
島
町
で
も
、

「
୤
炭
素
社
会
の
実
現
」
に
向
け
て
、
一
า

ͣ
つ
ண
実
に
取
組
を
進
め
て
͓
り
、
ྩ
࿨
3

年
に
「
θ
ϩ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
એ
ݴ
」
を
行

い
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
町
全
体
で
温
ࣨ
ޮ

Ռ
Ψ
ス
の
排
出
を
実
࣭
θ
ϩ
に
す
る
こ
と
を

め
͟
す
こ
と
を
表
໌
し
ま
し
た
。
こ
の
એ
ݴ

に
は
、「
ক
དྷ
に
わ
た
っ
て
町
民
の
皆
さ
ん

が
安
৺
し
て
฻
ら
ͤ
る
環
ڥ
を
क
り
、
࣍
の

ੈ
୅
΁
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
い
う
ڧ
い

૝
い
が
ࠐ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

એ
ݴ
の
ཌ
年
に
は
、
学
ࣝ
ܦ
験
者
、
࢈
ۀ

ؔ
܎
者
、エ
ネ
ル
Ϊ
ー
ؔ
܎
者
、町
民
の
ํ
ʑ

で
ߏ
成
さ
れ
た
ҕ
һ
会
を
設
置
し
、
２
０
５

０
年
に
向
け
た
୤
炭
素
シ
ナ
リ
オ
を
作
成
し

ま
し
た
。ͦ
し
て
、こ
の
シ
ナ
リ
オ
を
も
と
に

策
定
し
た
の
が
「
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

ը
（
区
域
施
策
ฤ
）」
で
す
。
๺
島
町
が
自

ら
排
出
す
る
温
ࣨ
ޮ
Ռ
Ψ
ス
を
཰
ઌ
し
て
削

減
す
る
こ
と
は
も
ち
Ζ
ん
、
町
民
や
事
ۀ
者

の
皆
さ
ん
と
協
ಇ
し
、
୤
炭
素
の
取
組
を
地

域
全
体
に
広
げ
て
い
く
た
め
の
ํ
針
を
定
め

ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
取
組
の
成
Ռ
も
あ
り
、
ྩ
࿨

6
年
度
に
は
環
ڥ
省
の
「
地
域
୤
炭
素
Ҡ

行
・
再
エ
ネ
ਪ
進
交
付
ۚ
（
ॏ
点
対
策
加
଎

化
事
ۀ
）」
に
ಙ
島
県
内
の
市
町
村
と
し
て

初
め
て
࠾
୒
さ
れ
る
と
と
も
に
、
町
民
や
町

内
事
ۀ
者
の
皆
さ
ん
に
も
਎
ۙ
に
୤
炭
素
化

΁
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
Α
う
、「
๺
島

町
ॏ
点
対
策
加
଎
化
事
ۀ
ิ
ॿ
ۚ
」
を
૑
設

し
ま
し
た
。
こ
の
ิ
ॿ
ۚ
は
、
町
民
や
事
ۀ

者
の
皆
さ
ん
が
̡
̚
̙
র
໌
や
高
ޮ
཰
給
౬

ث
な
ど
の
省
エ
ネ
ル
Ϊ
ー
設
備
や
ଠ
ཅ
光
ൃ

電
設
備
、
電
気
自
動
車
な
ど
を
ಋ
ೖ
す
る
際

に
活
用
で
き
る
੍
度
で
、
一
人
ͻ
と
り
が
無

理
な
く
「
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る
୤
炭
素
」

を
実
ફ
で
き
る
Α
う
ࢧ
ԉ
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
う
し
た
民
ؒ
部
門
に
͓
け
る
取

組
だ
け
で
な
く
、
公
共
部
門
に
͓
い
て
も
ੵ

ۃ
త
な
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。
公
用
車
で

は
、
ྩ
࿨
4
年
に
燃
料
電
஑
自
動
車
を
１

୆
、
ྩ
࿨
5
年
と
ྩ
࿨
７
年
に
は
電
気
自
動

車
1
୆
ͣ
つ
ಋ
ೖ
い
た
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
公
共
施
設
の
̡
̚
̙
化
も
ॱ
࣍
進
め
て

͓
り
、
๺
島
町
全
体
で
の
省
エ
ネ
化
を
ਪ
進

し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
ྩ
࿨
þ
年
に
は
、
ෳ
਺
の
民
ؒ

ا
ۀ
と
の
࿈
ܞ
協
定
を
締
結
し
、
町
内
の
公

共
施
設
で
の
省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
の
取
組
に
Α

る
̟ô
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
૑
出
を
進
め
る
と
と

も
に
、
地
元
ا
ۀ
が
自
ら
̟ô

ク
レ
ジ
ッ
ト

を
૑
出
で
き
る
࢓
組
み
づ
く
り
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
に
Α
り
、
町
全
体
で
θ

ϩ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
એ
ݴ
に
ࠐ
め
ら
れ
た
૝

い
を
共
༗
し
、
地
域
ܦ
済
に
も
॥
環
త
な
ޮ

Ռ
を
生
み
出
す
こ
と
を
め
͟
し
て
い
ま
す
。

こ
の
Α
う
な
取
組
を
通
じ
て
、
๺
島
町
は

こ
れ
か
ら
も
「
人
と
環
ڥ
が
と
も
に
生
き
る

ま
ち
」
を
め
͟
し
、
町
民
・
ا
ۀ
・
行
੓
が

力
を
合
わ
ͤ
て
、
୤
炭
素
社
会
の
実
現
に
向

け
た
า
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

北
島
町
が
進
め
る

「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」
の
実
践

๺
島
町
で
は
、
౎
市
機
ೳ
と
住
民
ຬ
足
度

を
Մ
ࢹ
化
す
る
分
ੳ
ツ
ー
ル
「
Ｓ
̪
̜
Ａ
Ｔ

Ａ
̢
̞
」
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
デ
ー

タ
化
・
Մ
ࢹ
化
も
ਪ
進
し
て
い
ま
す
。

Ｓ
̪
̜
Ａ
Ｔ
Ａ
̢
̞
は
、
ܦ
済
・
教
育
・

環
ڥ
・
ί
ϛ
ỿ
χ
テ
ィ
な
ど
18
分
໺
の
客
観

త
分
ੳ
に
ج
づ
く
「
౎
市
機
ೳ
ス
ί
ア
」
と
、

住
民
ア
ン
έ
ー
ト
か
ら
ಋ
出
し
た
「
住
民
ຬ

足
度
」
に
Α
っ
て
、
ま
ち
の
ঢ়
ଶ
を
Մ
ࢹ
化

す
る
ツ
ー
ル
で
す
。
ै
དྷ
の
ま
ち
づ
く
り
で

は
、
施
策
の
ධ
Ձ
が
ݸ
人
の
ײ
֮
に
ࠨ
ӈ
さ

▲今切川でSUP体験
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れ
る
こ
と
が
課
題
で
し
た
。
Ｓ
̪
̜
Ａ
Ｔ
Ａ

̢
̞
の
ಋ
ೖ
に
Α
り
、
客
観
త
デ
ー
タ
と
住

民
ධ
Ձ
の
両
໘
か
ら
、
Α
り
理
࿦
త
で
ࠜ
拠

の
あ
る
施
策
ཱ
Ҋ
が
Մ
ೳ
に
な
り
ま
し
た
。

ௐ
ࠪ
結
Ռ
の
ৄ
ࡉ
分
ੳ
か
ら
、「
教
育
」

「
ܦ
済
」「
人
ޱ
・
こ
ど
も
・
ࢠ
育
て
」
と
い
っ

た
分
໺
の
౎
市
機
ೳ
ス
ί
ア
は
ྑ
޷
で
あ
る

一
ํ
、
住
民
ຬ
足
度
が
ͦ
れ
に
௥
い
つ
い
て

い
な
い
と
い
う
Ϊ
ャ
ッ
プ
が
ු
か
び
上
が
り

ま
し
た
。
こ
の
「
ࠩ
」
を
ೝ
ࣝ
す
る
こ
と
で
、

町
の
施
策
を
い
か
に
住
民
に
周
知
し
、
活
用

し
て
も
ら
う
か
、
あ
る
い
は
ਅ
の
期
待
に
応

え
る
機
ೳ
を
い
か
に
ิ
完
す
る
か
と
い
う
課

題
が
໌
確
化
さ
れ
ま
し
た
。
ݶ
ら
れ
た
行
੓

資
源
を
ޮ
Ռ
త
に
഑
分
す
る
に
は
、
優
ઌ
ॱ

Ґ
の
見
ۃ
め
が
不
Մ
ܽ
で
あ
り
、
デ
ー
タ
分

ੳ
は
ͦ
の
た
め
の
ཏ
針
൫
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
ྩ
࿨
6
年
度
か
ら
は
、
住
民
が
参

加
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

も
開
催
し
て
い
ま
す
。
対
話
を
通
じ
、
理
૝

の
ま
ち
の
࢟
や
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
ア
プ
ϩ
ー
ν

を
検
討
し
た
こ
の
試
み
は
、「
ま
ち
づ
く
り

の
自
分
͝
と
化
」
と
、
町
の
૯
合
ઓ
ུ
が
住

民
の
共
ײ
を
得
て
い
る
か
の
確
ೝ
と
い
う

二
つ
の
目
త
を
Ռ
た
し
ま
し
た
。
ҟ
な
る
ࢹ

点
を
࣋
つ
住
民
ؒ
の
ҙ
見
交
換
は
、
新
た

な
気
づ
き
を
も
た
ら
し
、
町
΁
の
೤
ҙ
と
愛

ண
を
վ
め
て
ೝ
ࣝ
さ
ͤ
る
も
の
と
な
り
ま

し
た
。

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
と
は
、
デ
ジ
タ
ル
と
࠷

新
技
術
を
活
か
し
た
౎
市
の
こ
と
で
す
が
、

ӳ
ޠ
の
「4

N
BSU

」
に
は
「
ݡ
い
」
と
い
う

ҙ
ຯ
も
ؚ
ま
れ
ま
す
。
ଟ
༷
な
住
民
の
ҙ
見

や
知
ࣝ
を
集
め
、
ͦ
れ
を
集
合
知
と
し
て
活

か
す
こ
と
こ
ͦ
が
、
ਅ
の
ҙ
ຯ
で
ݡ
い
ま
ち

づ
く
り
で
す
。
๺
島
町
が
め
͟
す
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
は
、
୯
な
る
テ
ク
ノ
ϩ
ジ
ー
活
用
で

は
な
く
、
住
民
の
ଟ
༷
な
੠
を
「
集
合
知
」

と
し
て
活
か
す
、
人
ؒ
中
৺
の
ま
ち
づ
く
り

で
す
。8

FMM�CFJOH

（
住
民
の
޾
ͤ
）
を

高
め
る
こ
と
で
、
住
み
続
け
た
い
と
ࢥ
え
る

地
域
社
会
を
実
現
す
る
。
ͦ
の
ະ
དྷ
΁
向
け

た
取
組
は
今
、
確
か
な
า
み
を
続
け
て
い
ま

す
。

結
び
に

๺
島
町
に
は
、
খ
さ
な
໘
ੵ
か
ら
は
૝
૾

で
き
な
い
ほ
ど
の
ଟ
༷
な
ັ
力
が
ڽ
ॖ
さ
れ

て
い
ま
す
。
ར
ศ
性
を
௥
ٻ
し
な
が
ら
も
、

歴
史
や
自
વ
を
置
き
ڈ
り
に
ͤ
ͣ
、
׭
民
が

一
体
と
な
っ
て
「
޾
ͤ
」
の
छ
を
ま
き
続
け

て
き
ま
し
た
。

٢
໺
川
の
๛
か
な
水
と
จ
化
に
育
ま
れ
、

人
や
ا
ۀ
の
活
気
が
࡙
き
ތ
る
「
ͻ
Ỷ
う
た

ん
島
」。
๺
島
町
が
า
ん
で
き
た
、
人
と
環

ڥ
が
ௐ
࿨
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
こ
れ
か

ら
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。ಙ

島
県
๺
島
町
૯
務
課

ま
ち
み
ら
い
課

このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容については
取扱代理店（千里）までお問い合わせください。 ※この車両共済（保険）をご契約いただける方は、全国町村職員

　生活協同組合の自動車共済に加入されている方に限ります。

お電話の際には、車検証をお手元にご用意ください

SJ23-05507（2023.8.1作成）

●「車両共済（保険)制度」は、全国町村職員生活協同組合と損害保険ジャパン株式会社とが集団扱契約を締結し、実施しているものです。
●集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパンの定める条件を満たす場合のみとなります。
　詳細については、取扱代理店（千里）までお問い合わせください。

●お見積りのご請求・お申込み・お問い合わせなどは、下記までご連絡ください●

この車両共済（保険）は、町村生協の自動車
共済で補償する対人賠償、対物賠償、限定
搭乗者傷害等に加え「ご自身のおクルマの
補償（車両保険）」を追加する制度です。
お車が衝突した場合や台風 ・ いたずら ・ 盗
難など偶然な事故で損害を被ったときに、
共済（保険）金をお支払いします。

ʪं྆อݥҾडอݥձࣾʫଛ֐อݥδϟύϯࣜגձࣾ

03-3519-7325
0120-731-087
（受付時間：祝日、年末年始を除く月～金 午前9時30分～午後5時）

FAX
TEL株式会社　千 里（取扱代理店）

〒100-0014 東京都千代田区永田町1-11-32  全国町村会館西館内
●ホームページアドレス　https://www.chisato-ag.co.jp/

町村生協の自動車共済にご加入の皆さまなら！
●無事故による割引で新規から （保険料）割引％44

・ ご加入を希望するお車が町村生協の自動車共済で過去3年
        無事故の場合は、ノンフリート等級9等級からスタートします。 ・保険料分割払をご利用の場合は上記の集団扱年一括払の5%割引の適用はありません。

●集団扱年一括払による割引でさらに ％割引5
保険料分割払(12回）も選択可能です。

この車両共済（保険）は、町村生協の自動車
共済で補償する対人賠償、対物賠償、限定
搭乗者傷害等に加え
補償（車両保険）」を追加する制度
お車が衝突した場合や台風 ・ いたずら ・ 盗
難など偶然な事故で損害を被ったときに、
共済（保険）金をお支払いします。

町村生協の自動車共済にご加入の皆さまなら！
●無事故による割引で新規から （保険料）割引％44％44％

・ ご加入を希望するお車が町村生協の自動車共済で過去3年

●集団扱年一括払による割引でさらに
保険料分割払(12回）も選択可能です。

車両共済（保険）のご案内車両共済（保険）のご案内
（一般自動車保険の車両保険）
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愛
知
県
東
郷
町
は
４
月
か
ら
、
家
庭
や
学
校
給

食
な
ど
か
ら
出
る
廃
食
用
油
を
、
航
空
機
用
再
生

燃
料
（
Ｓ
Ａ
Ｆ
）
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
取
り

組
み
を
始
め
る
。
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
排
出

量
の
削
減
を
図
る
地
球
温
暖
化
対
策
の
一
環
で
、

２
月
16
日
に
中
部
国
際
空
港
会
社
（
常
滑
市
）
な

ど
４
社
と
協
定
を
結
ん
だ
。

Ｓ
Ａ
Ｆ
は
使
用
済
み
の
食
用
油
な
ど
を
原
料
と

し
て
製
造
し
、
石
油
な
ど
か
ら
作
る
航
空
燃
料
と

比
べ
、
二
酸
化
炭
素
を
８
割
削
減
で
き
る
と
さ
れ

る
。
国
は
２
０
３
０
年
ま
で
に
、
航
空
燃
料
の

10
％
を
Ｓ
Ａ
Ｆ
に
置
き
換
え
る
目
標
を
掲
げ
る
。

中
部
国
際
空
港
な
ど
は
各
地
の
自
治
体
と
協
定

を
結
び
、
廃
食
油
回
収
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

を
進
め
て
い
る
。
ほ
か
の
３
社
は
、
プ
ラ
ン
ト
大

手
日
揮
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、
Ｓ
Ａ
Ｆ
の
製
造
、

販
売
を
担
う
「
サ
フ
ァ
イ
ア
・
ス
カ
イ
・
エ
ナ

ジ
ー
」、廃
食
用
油
の
回
収
運
搬
な
ど
を
す
る
「
レ

ボ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」。

同
町
は
給
食
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
町
内
２
カ
所

の
資
源
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
集
め
て
い
る
廃
食

用
油
も
、
Ｓ
Ａ
Ｆ
の
原
料
と
し
て
活
用
す
る
。２

０
２
４
年
度
は
約
７
８
０
０
リ
ッ
ト
ル
を
回
収
し
、

バ
イ
オ
燃
料
な
ど
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
き
た
。

16
日
に
町
役
場
で
締
結
式
が
あ
り
、
石
橋
直
季

町
長
は
「
捨
て
る
物
が
資
源
に
変
わ
る
素
晴
ら
し

い
取
り
組
み
。
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ

て
町
民
の
皆
さ
ま
に
周
知
し
て
い
く
」と
述
べ
た
。

中
部
空
港
の
籠
橋
寛
典
社
長
は
「
こ
の
地
域
で
協

定
を
結
ぶ
の
は
東
郷
町
が
初
め
て
。
ほ
か
の
自
治

体
に
も
広
が
っ
て
い
け
ば
」
と
期
待
し
た
。

（
青
山
直
樹
）

（
中
日
新
聞
・
２
０
２
6
年
2
月
19
日
）

高
知
県
日
高
村
の
「
新
日
下
川
放
水
路
」
を
生

か
し
た
見
学
ツ
ア
ー
や
カ
ヌ
ー
観
光
に
取
り
組
む

同
村
と
村
観
光
協
会
な
ど
が
こ
の
ほ
ど
、
優
れ
た

地
域
活
動
を
表
彰
す
る
国
土
交
通
省
の
「
手
づ
く

り
郷
土
（
ふ
る
さ
と
）
賞
」
に
選
ば
れ
た
。

村
内
３
本
目
と
な
る
同
放
水
路
は
、
豪
雨
時
の

浸
水
被
害
対
策
で
国
や
県
、
村
が
6
年
か
け
て
整

備
。
２
０
２
３
年
6
月
に
運
用
を
始
め
、
24
年
３

月
に
管
理
棟
な
ど
全
て
の
施
設
が
完
成
し
た
。
大

型
公
共
施
設
を
観
光
に
生
か
す
同
省
の
「
イ
ン
フ

ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
モ
デ
ル
地
区
に
も
指
定
さ
れ

て
い
る
。

村
と
村
観
光
協
会
は
、
放
水
路
に
生
息
す
る
生

き
物
の
観
察
会
や
観
光
客
ら
を
対
象
に
水
害
の
歴

史
を
学
ぶ
学
習
会
を
開
催
。
１
月
末
現
在
で
計
約

３
５
０
人
が
参
加
し
た
と
い
う
。
カ
ヌ
ー
や
水
上

自
転
車
を
使
っ
た
ト
ン
ネ
ル
ク
ル
ー
ズ
も
展
開

し
、新
た
な
観
光
資
源
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
同
放
水
路
を
管
理
す
る
国
土
交
通
省
高

知
河
川
国
道
事
務
所
も
運
用
開
始
前
に
キ
ャ
ン
プ

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。
放
水
路
に
親
し
む
機
会
を
つ

く
っ
た
と
し
て
、
同
賞
の
受
賞
対
象
と
な
っ
た
。

18
日
、
村
役
場
で
開
か
れ
た
授
与
式
に
臨
ん
だ

松
岡
一
宏
村
長
は
「
今
後
も
治
水
教
育
の
場
、
地

域
を
元
気
に
す
る
交
流
拠
点
と
し
て
磨
き
上
げ
て

い
く
。
日
高
村
の
全
て
の
住
民
と
受
賞
の
喜
び
を

分
か
ち
合
い
た
い
」
と
話
し
た
。

同
賞
は
今
回
で
40
回
目
。
地
域
づ
く
り
に
取
り

組
む
団
体
な
ど
が
対
象
の
一
般
部
門
に
は
全
国
か

ら
29
件
の
応
募
が
あ
り
、
10
件
が
選
ば
れ
た
。

（
高
知
新
聞
・
２
０
２
6
年
2
月
20
日
）

沖
縄
電
力
と
渡
名
喜
村
は
16
日
、
電
力
ス
マ
ー

ト
メ
ー
タ
ー
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た

「
電
気
・
水
道
共
同
検
針
」
の
実
証
試
験
を
開
始

し
た
。

電
力
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
の
通
信
イ
ン
フ
ラ
を

水
道
メ
ー
タ
ー
に
も
応
用
す
る
県
内
初
の
取
り
組

み
で
、
離
島
が
抱
え
る
、
人
材
不
足
な
ど
の
課
題

の
解
決
に
つ
な
げ
た
い
考
え
だ
。

実
証
試
験
で
は
、
無
線
通
信
端
末
を
水
道
メ
ー

タ
ー
に
取
り
付
け
る
。
検
針
デ
ー
タ
の
遠
隔
自
動

収
集
や
水
漏
れ
な
ど
の
保
安
情
報
の
取
得
が
で
き

る
か
検
証
す
る
。
通
信
の
安
定
性
に
つ
い
て
も
確

か
め
る
。
試
験
は
渡
名
喜
村
内
の
3
カ
所
で
実
施

し
、
5
月
末
ま
で
続
け
る
予
定
。

両
者
は
「
実
証
試
験
を
通
じ
て
、
地
域
社
会
の

課
題
解
決
に
向
け
た
サ
ー
ビ
ス
の
検
討
を
行
い
、

今
後
も
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
技

術
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
社
会
の
実
現
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

（
琉
球
新
報
・
２
０
２
6
年
2
月
18
日
）

廃
食
油
→
Ｓ
Ａ
Ｆ
を
４
月
か
ら
始
め
ま
す

愛
知
県
東
郷
町
が
中
部
空
港
会
社
な
ど
４

社
と
協
定

（
愛
知
県
東
郷
町
）

高
知
県
日
高
村
の
「
放
水
路
」
活
用
が
国

交
省
の
手
づ
く
り
郷
土
賞
に
！

新
日
下

川
放
水
路
で
災
害
教
育
や
カ
ヌ
ー
観
光

（
高
知
県
日
高
村
）

電
気
と
水
道
の
共
同
検
針
を
開
始

沖
縄

電
力
と
渡
名
喜
村
、
実
証
試
験

（
沖
縄
県
渡
名
喜
村
）

https://47gyosei.jp/

本
コ
ー
ナ
ー
の
記
事
は
施
策
立
案
に

も
役
立
つ「
４７
行
政
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」の

許
諾
を
受
け
て
掲
載
し
て
い
ま
す

町
村

か
わ
ら
版
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全国市町村国際文化研修所（JIAM）及び地方公共団体金融機構（JFM）は、全国の市区町村長・
副市区町村長等及び市区町村議会議員の皆さまを対象にセミナーを開催いたします。

令和８年度
「第 1回市町村長等・議会議員特別セミナー」のご案内

【お問い合わせ】
（公財）全国市町村研修財団　全国市町村国際文化研修所（JIAM）　教務部

〒520-0106　滋賀県大津市唐崎二丁目13番1号　電話（077）578-5932
e-mail : kenshu@jiam.jp　　ホームページ　https://www.jiam.jp

日　程
　令和８年4月20日（月）～21日（火）
会　場

　�全国市町村国際文化研修所
（JR京都駅より湖西線約15分　唐崎駅下車徒歩約3分）

対　象

�市区町村長・副市区町村長及び部長級職員、市区町村議会議員
2日間全日程をご受講いただける方を対象とします。 途中退所や一時帰庁はできませんのでご注意ください。

講　演
　4/20 「対話と挑戦で切り開く自治体経営～人口５万以下都市の未来戦略～」

鹿児島県日置市長 永山　由高 氏
「観光と地方創生」

元観光庁長官　公益社団法人大阪観光局　理事長 溝畑　宏 氏
　4/21 「哲学とAI ～ AIと人間の関係～」

京都大学大学院文学研究科・研究科長　文学部長 出口　康夫 氏
「�現代の若者論」

日本大学危機管理学部　教授 西田　亮介 氏
受講料
　（来所） 9,700円

上記金額は、研修、宿泊、食事（朝食１回、昼食１回、夕食１回）、資料等にかかる費用です。
なお、事前準備・事前学習及び最終日の昼食にかかる費用は含まれておりません。

（オンライン） 2,000円 オンラインは、ビデオ会議システムZoomを使用します。

定　員
　（来所） 170人、 （オンライン） 50人（来所・オンラインともに先着順）

申込期限
　令和８年3月6日（金）
申込方法
　JIAM Webサイト内 「研修Web申込みフォーム」からお申込みください。

議員の方は、議会事務局を通じてお申込みください。　

　日々めまぐるしく変わりゆく国内外の情勢の中で、様々な行政課題について学び、施策を
提案・実施していくことが求められています。このセミナーでは、改めて現代社会を捉え直すと
ともに、今後のわがまちの未来や地方行政に求められる役割について多角的に考えます。

町 村 週 報 （第三種郵便物認可）
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こ
の
度
、「
ਵ
૝
」と
い
う
ܗ
で
、自
ら

の
൒
生
を
ࣥ
ච
す
る
機
会
を
い
た
だ
い
た

の
で
、
ど
う
し
て
ࢲ
が
町
長
選
ڍ
に
ཱ
ީ

ิ
す
る
৺
ڥ
に
ࢸ
っ
た
の
か
、
直
઀
の
理

༝
で
は
な
く
৺
の
ย
۱
に
જ
ん
で
い
た
௥

Ա
の
Α
う
な
も
の
を
ච
に
し
て
み
ま
す（
ಠ

り
Α
が
り
な
จ
ষ
で
͝
༰
ࣻ
く
だ
さ
い
）。

【
少
年
時
代
】

গ
年
時
୅
は
、
あ
ま
り
ษ
ڧ
や
ܳ
術
త

な
࠽
ೳ
が
ժ
生
え
る
こ
と
も
な
く
、
ઐ
ら

自
વ
の
中
で
༡
び
回
っ
て
い
た
。

࠷
も
༡
び
の
フ
ィ
ー
ル
υ
と
し
て
い
た

の
が
、
উ
Ӝ
川
で
、
Ն
ٳ
み
な
ど
は
日
が

な
一
日
川
༡
び
を
し
て
い
た
。

গ
年
時
୅
の
উ
Ӝ
町
の
ҹ
象
は
、
成
人

し
た
後
も
೴
ཪ
に
ࠁ
ま
れ
、
学
生
時
୅
を

ա
͝
し
た
౎
会
で
の
生
活
に
ະ
࿅
は
な

か
っ
た
。

【
大
学
生
時
代
】

大
学
受
験
の
１
年
目
は
理
ܥ
の
学
部
に

௅
ઓ
し
た
が
、
あ
え
な
く
ܸ
௜
。

進
路
を
จ
ܥ
に
ํ
針
転
換
し
、
１
年
ؒ

予
備
校
生
活
を
し
た
後
、
ૣ
Ҵ
ా
大
学

社
会
Պ
学
部
に
Կ
と
か
し
が
み
つ
き
ೖ

学
で
き
た
。

こ
れ
か
ら
の
ָ
し
い
大
学
生
活
を
૝
い

ඳ
き
な
が
ら
ೖ
学
式
に
出
੮
し
Α
う
と
大

学
周
ล
を
物
௝
し
気
に
า
い
て
い
た
と
こ

Ζ
、「
な
ー
、
ボ
ー
ト
っ
て
ڵ
ຯ
な
い
ʁ

一
ว
૨
い
で
み
い
ͻ
ん
」（
後
日
、
ਆ
ށ

出
਎
の
ઌ
ഐ
と
൑
໌
）と
੠
を
ֻ
け
ら
れ
、

学
部
と
名
前
を
ॻ
か
さ
れ
た
の
が
運
の
ਚ

き
で
あ
っ
た
。

ͦ
れ
か
ら
の
大
学
４
年
ؒ
は
、
社
会
Պ

学
部
と
い
う
Α
り
૨
ఖ
部
ଔ
ۀ
と
い
う
ほ

う
が
ਖ਼
し
い
。

૨
ఖ
部
の
࿅
習
は
、
授
ۀ
が
あ
る
ฏ
日

は
、
大
学
で
ޕ
後
２
時
ؒ
ほ
ど
の
཮
上
ト

レ
、
土
、
日
༵
日
は
࡛
ۄ
県
の
ށ
ా
ボ
ー

ト
ί
ー
ス
の
ఖ
ݿ
（
合
॓
所
）
で
、
１
日

２
、
３
回
の
৐
ఖ
࿅
習
、
月
༵
日
は
オ
フ

（
ٳ
み
）。

合
॓
に
ೖ
れ
ば
、16
৞
ほ
ど
の
部
԰
で
、

ク
ル
ー
８
人
が
ࡶ
ڕ
৸
。
໷
中
に
ᴠ
が
う

る
さ
く
て
ス
リ
ッ
ύ
が
ͦ
こ
か
し
こ
に
ࢄ

ཚ
し
て
い
た
（
ே
目
֮
め
る
と
ࢲ
の
إ
の

周
り
に
は
い
つ
も
ࢄ
ら
か
っ
て
い
た
）。

ே
6
時
ى
চ
（
ૣ
い
時
は
５
時
）、
８

時
ま
で
ૣ
ே
࿅
習
し
ே
食
、
Ծ
຾
、
10
時

ա
͗
ޕ
前
の
࿅
習
、
ன
食
、
Ծ
຾
、
ޕ
後

３
時
か
ら
࿅
習
と
ϛ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
後
、

༦
食
、
自
༝
時
ؒ
、
ब
৸
ফ
౮
は
10
時
と

い
っ
た
日
課
で
、
૬
๾
取
と
Α
く
ࣅ
た
合

॓
生
活
を
ૹ
っ
て
い
た
（
今
の
体
ܗ
は
こ

れ
が
原
Ҽ
）。

授
ۀ
が
あ
る
時
期
に
も
合
॓
は
あ
り
、

ே
࿅
を
ऴ
え
て
、ఖ
ݿ
か
ら
大
学
に
通
い
、

授
ۀ
に
出
੮
し
、
ク
ル
ー
全
һ
が
ؼ
っ
て

く
る
༦
ํ
５
時
ա
͗
か
ら
࿅
習
す
る
ボ
ー

ト
௮
け
の
生
活
で
あ
っ
た
。

１
年
を
通
し
て
の
合
॓
期
ؒ
は
、
４
月

の
中
०
に
開
催
さ
れ
る
ૣ
ܚ
レ
Ψ
ッ
タ
に

向
け
て
２
月
か
ら
２
カ
月
൒
、
6
月
ࠒ
に

あ
る
全
日
本
ܰ
量
ڃ
選
手
ݖ
（
現
在
は
な

い
）
に
１
カ
月
、
ͦ
し
て
、
８
月
࠷
ऴ
の

土
日
に
開
催
さ
れ
る
全
日
本
大
学
選
手
ݖ

レ
Ψ
ッ
タ
౳
に
向
け
て
７
月
か
ら
２
カ
月

ؒ
の
合
॓
生
活
。

ळ
は
レ
ー
ス
が
な
く
て
も
１
カ
月
ほ
ど

の
合
॓
、
ౙ
ٳ
み
は
཮
上
ト
レ
を
中
৺
に

年
末
ま
で
と
い
っ
た
Α
う
に
、
年
ؒ
通
じ

て
6
カ
月
を
௒
え
る
ఖ
ݿ
฻
ら
し
で
あ
っ

た
（
ࢲ
た
ち
の
年
୅
の
ओ
ক
は
４
回
生
の

時
に
下
॓
を
Ҿ
き
෷
い
家
௞
タ
μ
の
ఖ
ݿ

生
活
を
し
て
い
た
）。

ボ
ー
ト
か
ら
全
く
離
れ
ら
れ
る
の
は

ਫ਼
ʑ
年
２
回
、
Ն
の
レ
ー
ス
が
ऴ
わ
っ
た

後
の
１
ि
ؒ
と
͓
ਖ਼
月
を
ڬ
ん
で
の
１
ि

ؒ
が
長
期
の
ٳ
み
で
、
ਖ਼
直
レ
ー
ス
の
結

Ռ
Α
り
ふ
る
さ
と
উ
Ӝ
に
ؼ
省
で
き
る
の

を
今
か
今
か
と
৺
待
ち
に
し
て
い
た
。

࿅
習
は
ϋ
ー
υ
で
ա
ࠅ
、
自
༝
な
時
ؒ

も
গ
な
く
、（
౰
時
は
）ঁ
っ
気
も
な
い
、決

し
て
ָ
し
い
学
生
生
活
と
は
い
い
が
た
い
。

し
か
し
、
４
年
ؒ
「
同
じ
ז
の
൧
を
食

う
」と
い
う
Α
う
に
、൒
年
Ҏ
上
৸
食
を
共

に
し
て
き
た
஥
ؒ
と
と
も
に
、
૨
ఖ
部
活

動
を
࠷
後
ま
で
全
う
で
き
た
こ
と
は
、
後

の
人
生
で
役
に
ཱ
つ
Կ
物
に
も
୅
え
が
た

い
ܦ
験
と
ୡ
成
ײ
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
町
の
職
員
と
な
っ
て
】

ত
࿨
56
年
に
役
場
に
ब
৬
し
、
ؒ
も
な

く
地
域
づ
く
り
が
話
題
と
な
り
、
い
わ
Ώ

る
自
ら
考
え
自
ら
行
う
地
域
づ
く
り
「
ふ

る
さ
と
૑
生
」
の
事
ۀ
が
始
ま
っ
た
。

ए
手
の
৬
һ
10
人
が
੓
策
集
団
ʁ
「
ち

え
ぶ
く
Ζ
」
を
結
成
し
、
౰
時
は
、
୭
か

こ
の
中
か
ら
町
の
中
৺
త
役
割
を
担
う
人

ࡒ
（
ࡑ
ʁ
）
が
出
た
ら
い
い
と
৑
ஊ
ま
じ

り
で
話
し
て
い
た
。

こ
の
「
ち
え
ぶ
く
Ζ
」
で
Կ
か
事
ڵ
し

を
や
Ζ
う
と
活
動
を
始
め
た
の
が
、
１
０

０
ஈ
の
਽
০
り
元
૆
「
ビ
ッ
グ
ͻ
な
ࡇ

り
」
で
あ
る
。

現
在
で
は
̣
̥
Ｏ
๏
人
に
Ҿ
き
ܧ
が
れ

38
回
続
き
、
全
国
త
に
知
ら
れ
る
イ
ベ
ン

ト
に
な
っ
た
。

【
自
己
評
価
】

গ
年
時
୅
に
ふ
る
さ
と
উ
Ӝ
か
ら
授

か
っ
た
ҹ
象
、
஥
ؒ
と
共
に
成
し
਱
げ
る

շ
ײ
が
๨
れ
ら
れ
ͣ
町
長
選
ڍ
΁
の
ཱ
ީ

ิ
を
後
ԡ
し
し
た
。

と
述
べ
る
と

ク
ー
ル
だ
が
、
周

り
か
ら
「
͓
前
し

か
͓
ら
ん
」「
࠷

も
ద
೚
者
」
と
い

う
ޱ
車
に
、
マ
ン

マ
と
৐
ͤ
ら
れ
た

だ
け
が
ཱ
ީ
ิ
΁

の
決
ҙ
で
し
た
。

町
長
に
立
候
補
す
る
心
境
に
至
っ
た
思
い

野の

上が
み

武た
け

典の
り

徳
島
県
勝か

つ

浦う
ら

町
長
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